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『子どもの部 ～ 腕立て伏せ』 『大人の部 ～ 長座体前屈』

『子どもの部 ～ 腹筋』

齢
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
北
星
学
園
大
学
の

杉
岡　

直
人
教
授
が
来
村
し
講
演
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
「
住
民
の
み
な
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
の
取

り
組
み
結
果
」
が
報
告
さ
れ
、
住
み
慣
れ
た
村

に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
不
安
や
疑
問
な
ど
の

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（　

月　

日
）

１１

２７

ら
の
体
力
の
限
界
を
知
る
測
定
会
に
、
子

ど
も
７
名
と
大
人
５
名
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

測
定
種
目
は
、「
立
ち
幅
跳
び
・
時
間
往
復
走
・

腕
立
て
伏
せ
・
腹
筋
な
ど
」
で
、
測
定
結
果
の

記
録
上
位
３
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

年
に
わ
た
り
納
期
内
納
税
を
継
続
、
納
税
思
想

の
普
及
向
上
に
寄
与
し
た
組
合
活
動
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
中
央
納
税
貯
蓄
組
合
（
仲
山
博
治
組
合

長
）
が
社
会
貢
献
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
山
別
第
一
納
税
貯
蓄
組
合
（
木
下
善
一

組
合
長
）
は
留
萌
振
興
局
長
表
彰
を
受
賞
し
、
竹
谷

千
里
留
萌
振
興
局
長
か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
（　

月
７
日
）

１１

長

自 村
民
体
力
コ
ン
テ
ス
ト

韻

【
測
定
結
果
】

　

１
位　

小
林
美
夕
菜
（
６
歳
）
２
級
認
定

　

２
位　

大
西　

風
歌
（　

歳
）
２
級
認
定

１１

　

３
位　

大
西　

康
生
（
７
歳
）
２
級
認
定

高 住
民
参
加
型
高
齢
者
生
活
支
援
等

推
進
事
業
《
地
域
づ
く
り
講
演
会
》

平
成　

年
度
納
税
功
労
者
・
団
体

２４

表
彰
《
北
海
道
社
会
貢
献
賞
》

『留萌振興局長表彰（納税功労団体）

受賞 初山別第一納税貯蓄組合』様

『北海道社会貢献賞

　（納税功労者）受賞

　　中央納税貯蓄組合』様
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吋

を
テ
ー
マ
に
、
村
租
税
教
育
推
進
懇
談
会
が
主
催
す
る
書
道
展
が
行
わ

れ
、
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。（　

月　

〜　

日
）

１１

１２

１６

税

イ
エ
ッ
ト
し
た
い
方
、
筋
力
ア
ッ
プ
し
た
い
方
を
募
集
し
て
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
教
室
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
名
の
先
生
が
、
無
理
の
な
い
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
要
望
に
あ
っ

た
指
導
を
受
け
ら
れ
ま
す
。（　

月　

日
）

１１

１６

　

当
日
の
飛
び
入
り
参
加
も
大
丈
夫
で
す
。

　

【
お
問
合
せ
は
、
役
場
保
健
師
ま
で　
　

倆

２
２
１
１
】

６７

ダ

第　

回
初
山
別
村
小
・
中
学
生
《
税
の
書
道
展
》

２５

小　　学　　生受　賞　区　分

（初小４年）長谷川　冬　実留萌税務署長賞
特 

別 

賞

（初小３年）畑　　　颯　馬留萌振興局長賞

（初小３年）江　端　桃　香初 山 別 村 長 賞

（豊小４年）山　田　紘　彰初山別村教育長賞

（初小６年）長谷川　栄　人金 賞懇
談
会
会
長
賞

（初小３年）原　　　みずな銀 賞

（初小４年）菊　地　千　里銅 賞

中　　学　　生受　賞　区　分

（初中２年）長谷川　媛　子留萌税務署長賞
特 

別 

賞

（初中３年）岩　村　真　結留萌振興局長賞

（初中２年）菊　池　蒼　大初 山 別 村 長 賞

（初中３年）平　尾　和　博初山別村教育長賞

（初中２年）舟　見　綾　香金 賞懇
談
会
会
長
賞

（初中３年）寺　蒼　亜　美銀 賞

（初中３年）加　藤　苑　海銅 賞

振
興
局
長
賞
（
中
学
生
の
部
）

振
興
局
長
賞
（
小
学
生
の
部
）

税
務
署
長
賞
（
中
学
生
の
部
）

税
務
署
長
賞
（
小
学
生
の
部
）

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

《
運
動
不
足
・
肥
満
解
消
！
生
活
習
慣
病
予
防
！
》

転びやすい方には、筋力トレーニングが効果的です概

最近太り気味の方には、有酸素運動が最適です！
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右

季
２
０
０
０
本
安
打
を
達
成
す
る
な
ど
、
３
年
ぶ
り
の
リ
ー
グ
優
勝
に

貢
献
し
た
稲
葉
篤
紀
選
手
（
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）
が
、

「
マ
イ
ス
タ
ー
ズ
シ
ス
テ
ム
」
登
録
の
た
め
来
村
し
ま
し
た
。

　

今
月　

日
に
結
婚
を
発
表
さ
れ
た
記
念
に
と
、
奥
様
と
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

１９

旅
行
の
途
中
に
、
村
役
場
を
表
敬
訪
問
。

サ
イ
ン
ボ
ー
ル
と
サ
イ
ン
色
紙
を
贈
呈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（　

月　

日
）

１１

２１

今

和
７
年　

月
に
創
業
を
開
始
し
た
留
萌
信
用
金
庫
様
が
、
創
業　

周

１２

８０

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
留
萌
管
内
の
６
市
町
村
に
総
額
１
千

万
円
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
山
別
村
へ
の
寄
附
金
１
０
０
万
円
は
、　

月　

日
の
地
区
総
代
研
究

１１

２０

会
に
て
、
留
萌
信
用
金
庫
の
金
子　

守
理
事
長
か
ら
「
地
域
振
興
の
た
め

に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
佐
藤
副
村
長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

昭

贈
呈
し
て
い
た
だ
い
た
、

「
サ
イ
ン
ボ
ー
ル
と
サ
イ
ン
色
紙
」
は
、

役
場
玄
関
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

ご
来
庁
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

このあと、天文台にて登録された

「お二人の大切な星」をお預かりしました。

ご
厚
志 

〜
地
域
振
興
の
た
め
に
〜　

　
　
　
　

《
留
萌
信
用
金
庫
創
業　

周
年
記
念
》

８０

活
支
援
シ
ス
テ
ム
事
業
の
一
環
と

し
て
、
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
振
興
を
テ
ー
マ
に
、
農
業
関
係
者
と
生

活
支
援
シ
ス
テ
ム
へ
の
提
言
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
暮
ら
し
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
研
究
会
が
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
に
は
「
農
業
の
担
い
手
・
高
齢

化
問
題
・
村
の
将
来
」
な
ど
様
々
な
問
題

や
課
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
生
活
支
援
シ

ス
テ
ム
の
産
業
分
野
へ
向
け
た
展
開
に
、

た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
が
議
論
さ
れ
ま
し

た
。
（　

月　

日
）

１１

２６

生 暮
ら
し
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　

《
農
業
振
興
に
係
る
懇
談
会
》

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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● １１月のできごと ●

で　き　ご　と日（曜）

村文化祭作品展示会　～４日１昭

村文化祭芸能発表会３松

総合健診　～７日６昇

北海道社会貢献賞（納税功労）表彰式
沼田町ＩＣＴ行政視察

７昌

入札８昭

村議会第１回臨時会９晶

村ＰＴＡ研究大会１０松

村民体力コンテスト
第２回村民卓球大会

１１掌

税の書道展　～１６日１２捷

ほしっこくらぶ１４昌

ヘルスアップ教室（有明・初山別）
留萌中部３町村輸送関連
　産業団体交通安全総決起大会

１６晶

入札（村有住宅の売り払い）２０昇

稲葉篤紀選手（日ハム）来村
消しゴム版画教室

２１昌

入札
予防接種

２２昭

農業振興に係る懇談会
乳幼児健診

２６捷

地域づくり講演会２７昇

弁護士による出張無料法律相談会２８昭

ヘルスアップ教室（初山別・豊岬）３０晶

子ども百人一首教室
１・１１・１８・２４日

ノルディックウォーキング教室
８日（木）から毎週木曜日

宇

震
発
生
か
ら
避

難
す
る
ま
で
の

一
連
の
動
作
を
図
上

で
確
認
す
る
訓
練
が
、

羽
幌
警
察
署
と
第
２

栄
自
治
会
の
協
力
の

下
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
世
帯　

名
が
参

１７

加
し
た
た
訓
練
で
は
、

地
区
内
で
互
い
の
避

難
場
所
を
共
通
認
識

す
る
こ
と
が
防
災
意
識
の
高
揚
に
つ
な
が
る
と

と
も
に
、『
自
助
』
と
『
共
助
』
の
認
識
が
深
め

ら
れ
ま
し
た
。
（　

月
９
日
）

１１

地

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催
の
初
山
別
リ
ー

グ
戦
が
開
催
さ
れ
、
Ａ
リ
ー
グ
に
３
チ
ー

ム
・
Ｂ
リ
ー
グ
に
６
チ
ー
ム
が
参
戦
し
ま
し
た
。

　

Ｂ
リ
ー
グ
に
は
、
今
大
会
か
ら
の
参
戦
と

な
っ
た
『
Ｓ
Ｂ
Ｋ　

（
平
均
年
齢　

歳
の
マ
マ

３７

３７

さ
ん
で
結
成
）
』
が
、
初
参
戦
初
優
勝
を
懸
け
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
（　

月
６
〜
８
日
）

１１

☆
大
会
結
果

　

Ａ
リ
ー
グ　

優
勝　

釈
迦

　

Ｂ
リ
ー
グ　

優
勝　

ミ
ラ
ク
ル
豊
岬

村 村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　
　
　

《
初
山
別
リ
ー
グ
戦
》

高
あ
ん
ど
ん
祭
で
知
ら
れ
る
空
知
管
内
の

沼
田
町
か
ら
、
役
場
職
員
５
名
の
視
察
団
が

初
山
別
村
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

視
察
団
か
ら
は
、
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

携
帯
電
話
メ
ー
ル
の
配
信
や
防
災
対
策
へ
の
活

用
方
法
な
ど
、
今
後
の
展
開
に
多
数
の
質
問
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
（　

月
７
日
）

１１

夜 沼
田
町
役
場
Ｉ
Ｃ
Ｔ
行
政
視
察

　
　
　

《
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
》

災
害
図
上
訓
練
《
栄
２
地
区
》



で
も
元
気
に
過
ご
せ
る
健
康
づ
く
り
の
た
め
、

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

だ
ん
だ
ん
と
寒
く
な
り
屋
外
で
体
を
動
か
す　

機
会
が
減
る
季
節
に
な
り
ま
す
が
、　

月　

日
ま

１２

２０

で
の
毎
週
木
曜
午
後
の
２
時
間
ほ
ど
、
仲
間
と
楽

し
み
な
が
ら
、
爽
快
な
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（　

月
８
日
）

１１
冬

烏

 

月
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
は
、

★
じ
ゆ
う
あ
そ
び

　
　

で
し
た
。
（　

月　

日
）

１１

１４

今 ☆
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
「　

月
号
」

１１

次
回
、　

月　

日
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら

１２

１２

ぶ
」
は
、

　

☆
じ
ゆ
う
あ
そ
び

　

☆
よ
み
き
か
せ　

の
予
定
で
す
。

　

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

冬
期
に
お
け
る
道
路
環
境
の
悪
化
は
、
貨
物
輸

送
な
ど
交
通
量
が
増
加
す
る
こ
の
時
季
の
交
通

事
故
の
多
発
に
繋
が
り
ま
す
。

　

自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
総
決
起
大
会

で
は
、
交
通
事
故
の
犠
牲
者
へ
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た

あ
と
、
交
通
安
全
功
労
な
ど
で
３
団
体
・　

名
が
表

１６

彰
を
受
け
、
１
８
０
余
名
の
参
加
で
大
会
決
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
（　

月　

日
）

１１

１６

初

ノ
ル
デ 
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

留
萌
中
部
３
町
村 

輸
送
関
連
産
業

団
体
《
交
通
安
全
総
決
起
大
会
》

講話『交通事故の現状と冬の

交通事故防止対策について』

交通安全功労者・団体、及び優良

運転者へ表彰状を授与

《大会決議》

　参加者代表　石橋　芳 さん



　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
風
邪
と
全

く
別
の
病
気
で
、
毎
年
１
０
０

０
万
人
が
感
染
し
、
約
１
万
人

の
関
連
死
を
出
す
注
意
が
必

要
な
感
染
症
で
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
、
高
齢
者

の
直
接
死
因
の
１
位
で
あ
る

「
肺
炎
」
を
招
い
た
り
、
持
病

の
悪
化
や
全
身
の
衰
弱
を
招

く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
お
こ
り
、
鼻
や
の
ど
だ

け
で
な
く　

度
以
上
の
急
な

３８

発
熱
や
悪
寒
、
倦
怠
感
、
関
節

の
痛
み
な
ど
全
身
に
症
状
が

出
ま
す
。
感
染
力
は
風
邪
に
比

べ
る
と
は
る
か
に
強
く
、
急
速

に
広
ま
り
、
流
行
時
期
は
主
に

冬
季
（
１
月
〜
２
月
）
で
重
症

化
す
る
と　

歳
以
上
で
死
者

６５

が
多
く
出
ま
す
。
次
の
よ
う
な

持
病
を
持
っ
て
い
る
人
は
特

に
注
意
し
、
日
頃
か
ら
服
薬
な

ど
で
病
気
を
管
理
し
ま
し
ょ

う
。

・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患
）
、
ぜ
ん
息
な
ど
の
呼

吸
器
の
病
気
、
心
臓
病
、
腎

臓
病
、
糖
尿
病
な
ど

①
予
防
接
種
を
受
け
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
を
受
け
る
と
、
か
か
り
に

く
く
な
っ
た
り
、
重
症
化
の
予

防
に
役
立
ち
ま
す
。
（
村
で
も

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
し
た
）

②
ウ
イ
ル
ス
を
体
内
に
入
れ

な
い

　

感
染
者
の
せ
き
や
く
し
ゃ

み
の
飛
沫
に
含
ま
れ
る
ウ
イ

ル
ス
を
鼻
や
口
か
ら
吸
い
込

ん
だ
り
、
ウ
イ
ル
ス
が
つ
い
て

い
る
物
を
触
っ
た
手
で
目
や

鼻
、
口
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
で

侵
入
し
ま
す
。

・
ウ
イ
ル
ス
を
含
ん
だ
飛
沫

は
、
せ
き
を
し
て
い
る
人
か

ら
２
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ

た
ら
届
か
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
せ
き
を
し
て

い
る
人
に
近
づ
か
な
い
よ

う
に
し
、
マ
ス
ク
を
つ
け
ま

す
。

・
人
ご
み
か
ら
帰
っ
た
ら
、
手

洗
い
、
う
が
い
を
し
ま
し
ょ

う
。
ウ
イ
ル
ス
が
つ
い
て
い

る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
石

け
ん
や

ア
ル
コ
ー
ル

で

し
っ
か
り
消
毒
し
ま
し
ょ

う
。

 　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状

が
出
て
か
ら
２
日
以
内
な
ら
、

ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
抑
え
る

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
薬
が
効
き
、
症
状
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と

き
は
、
た
だ
ち
に
医
師
の
診
断

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
師　

大
水
）

羽

★
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

　
　
　
　
　
　

知
ろ
う
！

★
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

　
　
　
　

予
防
し
よ
う
！

★
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

　

か
か
っ
た
と
思
っ
た
ら

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す



迂

〜
年
末
に
お
け
る

　

犯
罪
の
な
い
地
域
づ
く
り
〜

　

安
全
で
安
心
な
年
末
を
送

り
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
迎

え
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
気
を

つ
け
て
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
住
宅
を
狙
っ
た
侵
入
窃
盗
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

【
住
宅
を
狙
っ
た
侵
入
窃
盗

の
手
口
に
は
、「
空
き
巣
」
、「
忍

込
み
」
、
「
居
空
き
」　

が
あ
り

ま
す
。
】

▲
「
空
き
巣
」
：
家
族
が
不

在
中
の
家
屋
に
侵
入
し
、

金
品
を
盗
む
手
口
で
す
。

　

▲
「
忍
込
み
」
：
夜
間
、
就

寝
中
に
家
屋
に
侵
入
し
、

金
品
を
盗
む
手
口
で
す
。

▲
「
居
空
き
」
：
昼
寝
、
食

事
等
を
し
て
い
る
す
き

に
家
屋
に
侵
入
し
、
金
品

を
盗
む
手
口
で
す
。

・
短
時
間
の
外
出
で
も
、
必
ず

ド
ア
や
窓
な
ど
に
鍵
を
掛

け
ま
し
ょ
う
。

・
長
期
間
留
守
に
す
る
と
き

は
、
新
聞
や
郵
便
の
配
達
を

止
め
る
な
ど
、
留
守
を
悟
ら

れ
な
い
工
夫
を
し
ま
し
ょ

う
。

・
置
き
鍵
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

②
車
上
ね
ら
い
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
！

【
自
動
車
か
ら

　
　
　
　

離
れ
る
と
き
は
…
】

・
車
内
に
物
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
短
時
間
で
も
、
必
ず
エ
ン
ジ

ン
キ
ー
を
抜
い
て
、
ド
ア

ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
明
る
く
人
目
に
つ
く
場
所

に
駐
車
し
ま
し
ょ
う
。

③
タ
イ
ヤ
盗
難
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
！

・
車
庫
や
物
置
に
タ
イ
ヤ
を

保
管
す
る
と
き
は
、
必
ず
施

錠
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
庫
な
ど
に
保
管
で
き
な

い
と
き
は
、
業
者
に
保
管
委

託
し
ま
し
ょ
う
。

・
屋
内
に
保
管
出
来
な
い
と

き
は
、
チ
ェ
ー
ン
な
ど
で
タ

イ
ヤ
を
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

・
盗
難
時
に
備
え
、
タ
イ
ヤ
の

裏
側
な
ど
に
自
分
の
物
と

分
か
る

目
印
を
付
け

ま

し
ょ
う
。

（
生
活
安
全
係
）

〜
醒
め
た
は
ず

　
　

そ
の
思
い
込
み
に

　
　
　
　
　
　
　

魔
が
潜
む
〜

茨

飲
酒
運
転
の
根
絶
！

①
飲
酒
し
て
運
転
す
る
と
、
気

が
大
き
く
な
り
ス
ピ
ー
ド

を
出
し
過
ぎ
た
り
、
ま
た
、

注
意
力
が
低
下
す
る
た
め

信
号
や
歩
行
者
な
ど
を
見

落
と
し
易
く
な
り
、
罪
の
な

い
第
三
者
を
巻
き
込
む
重

大
事
故
を
引
き
起
こ
す
危

険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

・
「
ち
ょ
っ
と
し
か
飲
ん
で
い

な
い
か
ら
」
、「
す
ぐ
近
く
だ

か
ら
」
と
安
易
に
飲
酒
運
転

す
る
と
、
一
生
後
悔
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

芋

飲
酒
運
転
は
、
本
人
の
他
そ

の
周
辺

者
も
処
罰

の
対

象
！

・
飲
酒
運
転
は
、
重
い
処
罰
に

年
末
に
お
け
る
犯
罪

お
よ
び
事
故
の
防
止

飲
酒
運
転
の
根
絶

�
�
�
�

�
�
�
�



加
え
、
重
大
事
故
を
起
こ
せ

ば
、
社
会
的
制
裁
や
多
大
な

賠
償
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

・
ま
た
、
飲
酒
運
転
を
容
認
・

助
長
す
る
、
車
両
提
供
、
酒

類
提
供
、
同
乗
し
た
周
辺
者

も
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

①
「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
い
う

思
い
こ
み
を
し
て
い
ま
せ

ん
か
？

・
お
酒
の
強
い
人
の
中
に
は
、

「
こ

れ

く

ら

い

は

大

丈

夫
。
」「
自
分
は
事
故
を
起
こ

さ
な
い
。
」
な
ど
と
思
い
込

ん
で
い
る
人
も
い
ま
す
。

②
職
場
で
の
「
見
て
見
ぬ
ふ

り
」
の
雰
囲
気
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

・
誤
っ
た
仲
間
意
識
に
よ
る

「
見
て
見
ぬ
ふ
り
」
は
、
い

ず
れ
大
事
故
に
つ
な
が
り

事
故
当
事
者
の
ほ
か
、
同
僚

も
仕
事
を
失
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

・
飲
酒
運
転
防
止
に
は
、
悪
い

こ
と
は
「
悪
い
」
と
言
え
る

職
場
の
雰
囲
気
が
大
切
な

の
で
す
。

鰯

二
日
酔
い
も
「
飲
酒
運
転
」

で
す
！

①
前
夜
の
酒
が
抜
け
ず
、
「
二

日
酔
い
」
で
車
を
運
転
し
事

故
を
起
こ
す
例
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

②
翌
日
、
車
の
運
転
予
定
が
あ

る
場
合
は
…

・
前
夜
、
深
酒
を
し
な
い

・
朝
起
き
て
自
覚
が
あ
る
と

き
は
、
絶
対
に
ハ
ン
ド
ル
を
握

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

允

「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運

動
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

【
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
と

は
？
】

自
動
車
で
仲
間
と
飲
食
店

な
ど
へ
行
く
場
合
に
、
お
酒

を
飲
ま
な
い
人
（
ハ
ン
ド
ル

キ
ー
パ
ー
）
を
決
め
、
そ
の

人
が
仲
間
を
自
宅
ま
で
送

り
届
け
る
運
動
で
す
。

（
交
通
係
）

「　

月　

日
〜　

日
は
、『
北
朝

１２

１０

１６

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
』

で
す
。」

　

我
が
国
の
緊
急
の
国
民
的

課
題
で
あ
る
拉
致
問
題
の
解

決
を
は
じ
め
と
す
る
、
北
朝
鮮

当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

へ
の
対
処
が
国
際
社
会
を
挙

げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

さ
れ
る
中
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い

く
と
こ
が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
案
に
つ
い
て

情
報
を
お
持
ち
の
方
は
、
警
察

ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

０
１
６
４
倆

　

倆

１
１
１
０

６２

羽
幌
警
察
署

　

交
通
事
故
被
害
世
帯
の
皆

さ
ん
に
、
次
の
よ
う
な
援
護
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸

付
（
無
利
子
）
】

■
対
象

・
自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護

者
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た

り
、
重
い
後
遺
障
害
を
残
す

こ
と
と
な
っ
た
ご
家
庭
の

お
子
様
で
、
０
歳
か
ら
中
学

卒
業
ま
で

■
貸
付
金
額

・
一
人
に
つ
き
最
初
一
時
金

　

万
５
千
円
、
以
後
月
額
２

１５万
円
、
小
・
中
学
校
入
学
時

に
入
学
支
度
金
４
万
４
千

円
■
返
還
方
法

・
月
賦
又
は
月
賦
・
半
年
賦
併

用
に
よ
る　

年
以
内
で
の

２０

雨

北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間

交
通
事
故
の
援
護
制
度



卯

均
等
払
い

■
返
還
猶
予

・
機
構
職
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料

支
給
】

■
対
象

・
自
動
車
事
故
に
よ
り
、
脳
、

脊
髄
、
ま
た
は
胸
腹
部
臓
器

に
損
傷
を
受
け
、
常
時
ま
た

は
随
時
の
介
護
を
必
要
と

す
る
方
で
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
方

■
支
給
額

・
月
額
２
９
埀

２
９
０
円
〜
１

３
６
埀

８
８
０
円
の
間
で
、

障
害
の
程
度
に
よ
り
支
給

「
短
期
入
院
」
費
用
が
あ
れ

ば
別
途
支
給

■
支
給
期
月

・
支
給
月
は
３
、
６
、
９
、　

１２

月
で
、
３
か
月
分
を
一
括
支

給
◆
お
申
込
・
お
問
合
せ
先

独
立
行
政
法
人　

自
動
車
事

故
対
策
機
構
旭
川
支
所

緯

０
１
６
６
倆

　

倆

０
１
１
１

４０

◆
不
動
産
や
会
社
等
の
登
記

事
項
証
明
書
は
、
こ
れ
ま
で

の
書
面
申
請
に
加
え
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
可
能
で

す
。
冬
季
に
な
る
と
法
務
局

ま
で
行
く
の
が
大
変
だ
と

思
わ
れ
る
方
は
、
自
宅
か
ら

請
求
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を

利
用
す
る
と
次
の
と
お
り
、

お
得
で
す
。

①
手
数
料
が
安
い

・
書
面
申
請
に
比
べ
て
手
数

料
が
安
い
ほ
か
、
郵
送
に
よ

る
受
け
取
り
を
希
望
す
る

場
合
、
返
送
郵
便
料
が
手
数

料
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

別
途
、
返
信
用
切
手
等
を
負

担
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

②
登
記
事
項
証
明
書
を
早
く

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は
、
申
請

人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

申
請
し
た
後
、
ペ
イ
ジ
ー
対

応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
主
に
郵
便
局

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
対
応
し
て
い

ま
す
。
）
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
で
手
数
料

の
支
払
い
を
し
て
い
た
だ

く
と
、
す
ぐ
に
発
送
手
続
を

行
い
ま
す
の
で
、
郵
送
等
で

申
請
す
る
場
合
と
比
べ
る

と
、
早
く
受
け
取
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

◆
操
作
方
法
等
は
法
務
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
「
登
記

ね
っ
と
」
で
検
索
。
）
で
確

認
さ
れ
る
か
、
お
気
軽
に
当

支
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◇
旭
川
地
方
法
務
局

緯

０
１
６
４
倆

　

倆

０
４
９
２

４２

登
記
事
項
証
明
書
の
取

得
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
請
求
が

お
得
で
す
。

郵送で

受け取る場合

法務局で

受け取る場合

７００円
返送郵送料は
申請人が負担

７００円書面で請求

５７０円
返送郵送料は
法務局が負担

５５０円
オンラインで

請求 （ ）

（ ）
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鵜

平成２４年度　自衛官採用試験について

○採 用 種 目　　自衛官候補生（男子）
☆応 募 資 格　　採用予定月の１日現在、１８歳以上２７歳未満の者

☆受 付 期 間　　年間を通じて受け付けています。

☆試　　験　　日　　＃４　平成２５年１月２０日（日）

　　　　　　　　 ＃５　平成２５年２月１６日（土）

　　　　　　　　 ＃６　平成２５年３月９日（土）

※上記の予定で実施しますが、年度採用計画数に達した時点で、以降の試

験を実施しない場合があります。

　詳しくは、留萌地域事務所（４２－４６５０）にお問合せください。

１２月は、滞納整理強化月間です。

留萌振興局では、月間中、給与・預金等財産の差押えを強化します。

自動車税など道税に未納のある方は早急に納税してください。　　　

自動車税など道税の納税相談は

留萌振興局地域政策部税務課納税係

電話 ０１６４－４２－８４１８

サイレンの吹鳴について（お知らせ）

　１２月１６日執行の衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民

審査の投票日当日、棄権防止のため、各消防分団のサイレンが

午前７時に吹鳴されますから、火災とまちがわないようにして

ください。

～　あなたの一票　忘れずに　～



窺

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 【平成２５年１月分 外来診療体制】

受 付 時 間 等応 援 医 師
金木水火月

診　療　科
午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前

　８：００～１０：３０
△１３：３０～１５：３０

第２・第４木曜日（１０日・２４日）
留萌セントラル

－○△○－○－○－○内 科

８：００～１０：３０留萌市立 高橋副院長（隔週）－－－－予約予約－－－－循 環 器 内 科

８：００～１０：３０重原医師予約○－－－－－－－－呼 吸 器 内 科

８：００～１０：３０留萌市立より－－－○－－－－－－総　合　内　科

（診療は１４：００から）予約－－－－－－－－－禁　煙　外　来

８：００～１０：３０
月２回金曜日（１１日・２５日）
留萌市立　越湖副院長

－○－○－○－○－○外 科

８：００～１０：３０－○－○－○－○－○整 形 外 科

①渡部整形外科 渡部院長
②留萌市立病院より

①第２・４火曜日（８日・２２日）午前・午後
②月２回木曜日（１０日・２４日）（９：００～１７：００）

整形専門外来
（完全予約制）

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

①旭川医大 井上講師
②札幌医大より

－－○○－－－－△△

小 児 科 ①４日（金）・２１日（月）・２８日（月）午前・午後
※通常は第１～第３月曜ですが年始のため予定を変更
②毎週木曜日 午前・午後

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師－－－－－－○○－－婦 人 科

（電話にて申し込み）（当院助産師）－－－－－－予約予約－－ミルキー外来

８：００～１１：００旭川医大より－－－－－－－○－－眼 科

８：００～１１：００札幌医大より－－－－－－－－－○皮 膚 科

８：００～１１：００札幌医大より第３・５水曜日（１６日・３０日）午前中のみ耳 鼻 咽 喉 科

８：００～１１：００札幌医大より第２・４金曜日（１１日・２５日）午前中のみ泌 尿 器 科

札幌医大 齋藤教授月１回（紹介患者のみ）精 神 科

１．当面の間、「一般内科午後診療は、休診となります。」
２．但し、第２、第４木曜日のみ一般内科の午後診療は行います。

（１３時３０分～１５時３０分まで）
３．内科の予約の無い患者さまは９時からの診察となります。
４．コンタクトレンズの処方は行っていませんので、ご了承ください。

転　　入
１１／１５　富　樫　修　司（初山別）

１１／２６　水　野　一　男（初山別）

　　　　　　　　洋　子

１１／２６　抽　成　健　一（初山別）

　　　　　　　　美千子

ご 結 婚

１１／２３　佐　藤　智　哉（苫小牧）

　　　　三　谷　玖　未（初山別）

おくやみ
１１／４　飛彈野スヱ　９３歳（有明）

１１／２７　西岡　進一　９１歳（初山別）

ひ と の う ご き
～平成２４年１１月末～

人口と世帯数
人口 １,３６３人 （＋２人）
 男 ６５２人
 女 ７１１人

 世帯数 　５９５世帯 （＋１世帯）
（　） は前月比

お 

知 

ら 

せ

★夜間・土日・祝日診療は緊急性のある重篤な患者さまに限らせ
ていただきます。

★緊急性のない軽症の患者様は、夜間・土日・祝日の受診は控え
ていただき、平日診療時間内に受診されますようご協力願いま
す。（なお、病状などでご心配なことや、受診を希望される場合
は、看護師がご相談を承りますので電話でご相談ください。ご相
談の内容によっては医師と相談し受診の必要性を判断させて
頂きます。）　電話 ０１６４－６２－６０６０

　平日は、北海道立消費生活センター、土日祝日は、
国民生活センターにつながります。
　役場窓口は、経済課水産商工係です。

消費生活に関する相談は消費者ホット
ラインへ　0570－064－370

一人で悩まず、まずは相談して下さい。

★年末年始の診療予定について
　１２月２９日（土）～１月３日（木）までは、
　　　　外来診療を休診としますのでご了承ください。

お知らせ



　初山別村民憲章　　１　体をきたえ、心をみがき明るい村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。

● 今月の主な行事予定 ●
（１２／１１～１／１０）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（１２月号）
一般ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）

１１昇

　

月

１２
ほしっこくらぶ１２昌

村議会定例会１３昭

１４晶

１５松

第４６回衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁
判官国民審査

１６掌

乳幼児健診
一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）

１７捷

１８昇

１９昌

２０昭

破砕・危険ごみ収集日（初山別・千代田地区）２１晶

２２松

天皇誕生日２３掌

２４捷

一般ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）２５昇

広報しょさんべつ配布（１月号）２６昌

２７昭

役場仕事納め
一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）
生ごみ・廃食用油収集日（初山別・千代田地区）

２８晶

２９松

３０掌

大晦日３１捷

元旦１昇

１

月

２昌

３昭

生ごみ・廃食用油収集日（有明・栄・豊岬・
明里・共成地区）

４晶

成人式５松

６掌

役場仕事始め
消防団・救難所出初め式

７捷

一般ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共
成地区）

８昇

９昌

予防接種１０昭

丑

消防初山別支署からのお知らせ！
平成２５年４月１日から

ご理解とご協力をお願いします

　なだれとは、積もった雪が斜面を崩れ落

ちる現象で、大雪が降ったときに新たに積

もった雪が崩れ落ちる「表層なだれ」と、

積もっている雪の全てが崩れ落ちる「全層

なだれ」に分けられます。

表層なだれの特徴は、発生時期が厳寒期に

集中していて、どこで発生するか予測がつ

きません。発生回数は全層なだれに比べて

圧倒的に多く、発生直後はほとんど音響が

なく、かつ滑走速度が非常に速いのが特徴

です。

　全層なだれは、古い積雪が融解すること

により起こるなだれで、雪が溶け出す３月

頃に多く発生し、発生直後の崩落速度は小

さく、発生時には大きな音響を伴うのが主

な特徴です。

　旭川地方気象台では、「２４時間降雪の深

さが３０ｃｍ以上」又は「積雪の深さ５０ｃｍ以

上で日平均気温が５℃ 以上」が予想された

ときに、なだれ注意報を発表し注意を呼び

かけます。特にスキーや登山では、気象状

況に十分注意し危険地帯には絶対に立ち入

らないようにして下さい。

　なお、市街地では寒さが和らいだ時は、

屋根からの落雪による事故が起きやすく、

毎年、命を落としたり怪我をする方がいま

す。気温の変化に注意するとともに、軒下

には入らないよう気をつけて下さい。

旭川地方気象台ホームページアドレス

　http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/

　問合せ先／旭川地方気象台

気象台ひと口メモ
～「なだれについて」～

経済産業省・都道府県・市区町村

平成２４年工業統計調査を
実施します

工業統計調査は我が国の工業の実態を明ら

かにすることを目的とした統計法に基づく

報告義務がある重要な統計です。

　調査結果は中小企業施策や地域振興など

の基礎資料として利活用されます。

調査時点は２４年１２月３１日です。

調査票へのご回答を

お願いいたします。

工業統計キャラクター・コウちゃん
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